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（
要
旨
）

　

現
在
国
は
、
乳
幼
児
・
障

害
者
・
母
子
家
庭
医
療
の
実

施
に
伴
っ
て
、
受
診
者
が
増

え
、
そ
の
結
果
医
療
費
が
増

大
す
る
と
し
て
、
国
庫
負
担

金
の
削
減
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ

ィ
を
課
し
て
い
る
。

　

当
議
会
は
、
県
主
導
で

推
進
さ
れ
て
き
た
福
祉
３
医

療
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
の

削
減
分
に
つ
い
て
は
、
保
険

財
政
の
厳
し
い
状
況
を
直
視

し
、
県
費
助
成
措
置
を
強
く

要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

提
出
者　
　
　

宇
田
川　

亮

送
付
先

　
　

福
岡
県
知
事

　
　
　
　
　
　

麻
生　
　

渡

意
見
書

議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
４
件
を
全
会
一
致
で

可
決
し
、
関
係
機
関
宛

送
付
し
ま
し
た
。

乳
幼
児
・
障
害
者
母

子
家
庭
医
療
に
対
す

る
県
費
助
成
措
置
を

求
め
る
意
見
書

（
要
旨
）

　

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
め
ざ
す
立
場
か
ら
次
の
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

１
．
地
方
交
付
税
制
度
の
財

源
保
障
と
財
政
調
整
の
機
能

を
堅
持
し
、
自
治
体
の
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一

般
財
源
の
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

２
．
国
か
ら
地
方
へ
の
過

剰
な
関
与
を
見
直
し
、
さ
ら

な
る
税
源
移
譲
と
国
庫
補
助

負
担
金
改
革
を
進
め
、
地
方

自
治
の
確
立
と
分
権
改
革
の

基
盤
整
備
に
つ
な
が
る
税
財

政
制
度
の
改
革
を
進
め
る
こ

と
。

提
出
者　
　
　

香
原　
　

暹

送
付
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　

安
倍　

晋
三

　
　

総
務
大
臣

　
　
　
　
　
　

菅　
　

義
偉

　
　

経
済
産
業
大
臣

　
　
　
　
　
　

甘
利　
　

明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見

書

（
要
旨
）

　

障
害
者
福
祉
制
度
の
充
実

を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
を

含
む
施
策
の
実
現
を
行
う
こ

と
を
要
望
す
る
。

１
．
障
害
者
の
自
立
支
援
策

を
実
施
・
推
進
す
る
と
と
も

に
、
各
障
害
当
事
者
の
意
見

を
十
分
に
反
映
し
、
必
要
な

見
直
し
を
行
う
こ
と
。

２
．
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
自
己

負
担
は
、
障
害
当
事
者
の
収

入
状
況
を
勘
案
し
、
低
所
得

者
向
け
の
負
担
軽
減
・
免
除

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
。

３
．
重
度
の
障
害
を
持
ち
、

長
時
間
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
サ

ー
ビ
ス
を
十
分
に
確
保
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
国

が
財
政
的
支
援
等
を
行
う
こ

と
。

提
出
者　
　
　

香
原　
　

暹

送
付
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　

安
倍　

晋
三

　
　

厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　
　
　

柳
澤　

伯
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

障
害
者
福
祉
制
度
の

充
実
に
関
す
る
意
見

書

（
要
旨
）

　

政
府
は
、
生
活
扶
助
基
準
、

母
子
加
算
の
廃
止
な
ど
、
生

活
保
護
制
度
の
見
直
し
を
行

お
う
と
し
て
い
る
。

　

生
活
保
護
制
度
は
、
わ
が

国
の
全
て
の
社
会
保
障
制
度

に
お
け
る
最
後
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
国
が
責

任
を
持
っ
て
そ
の
水
準
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
で
あ
る
。　

　

当
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革

の
名
の
下
に
生
活
保
護
制
度

を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

そ
の
給
付
に
つ
い
て
は
憲
法

に
記
さ
れ
た
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
の
あ
り

方
、
社
会
保
障
全
般
と
の
整

合
性
等
を
十
分
に
勘
案
し
た

水
準
を
保
っ
た
制
度
と
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

提
出
者　
　
　

香
原　
　

暹

送
付
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　

安
倍　

晋
三

　
　

厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　
　
　

柳
澤　

伯
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

生
活
保
護
制
度
に
関

す
る
意
見
書

平
成
17
年
度
決
算

（
理
由
）

　

各
会
計
の
決
算
を
今
会
期

中
に
審
議
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。

【
総
務
委
員
会
】

○
一
般
会
計

○
水
道
事
業
会
計

【
民
教
委
員
会
】

○
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

○
老
人
保
健
会
計

○
住
宅
新
築
資
金
会
計

○
介
護
老
人
保
健
会
計

○
病
院
事
業
会
計

【
産
業
委
員
会
】

○
か
ん
が
い
揚
排
水
施
設
維

持
管
理
運
営
費
会
計

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
会
計

○
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
会

計

継　

続　

審　

議

子
育
て
支
援
の
充
実
を

求
め
る
陳
情

（
理
由
）

　

民
教
委
員
会
で
資
料
・
情

報
の
収
集
な
ど
を
行
い
、
審

議
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。

（
要
旨
）

　

若
い
世
代
の
結
婚
や
出

産
・
子
育
て
な
ど
へ
の
た
め

ら
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
要
因
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
要
因
を
取
り
除
く
た
め

に
、
雇
用
・
福
祉
・
教
育
・

住
環
境
・
税
制
な
ど
の
社

会
の
幅
広
い
分
野
に
お
け
る

「
環
境
づ
く
り
」
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、「
子
育

て
支
援
策
」
を
早
急
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
強
く
陳
情
い
た

し
ま
す
。

陳
情
者　

　

子
育
て
を
応
援
す
る

　
　
　
　
　
　

住
民
の
会

　
　
　

代
表　

田
代　

直
世


